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は じ め に

お客様各位

無機質肥料散布機 AXIS お よ び MDS 操作ユ ニ ッ ト  QUANTRON-Guide を購入し て い た だ く こ と
に よ り 、 当社製品へ の信頼を示し て い た だ き ま し た。 誠に あ り が と う ご ざ い ま す。 当社が お届
け す る本操作ユ ニ ッ ト は、 そ の性能 と 品質に よ っ て お客様の信頼に お応え で き る製品で す。
万が一、 お困 り の こ と が ご ざ い ま し た ら お気軽に カ ス タ マ ー サ ー ビ ス ま で ご連絡 く だ さ い。

本機を使用す る前に、 こ の取扱説明書な ら び に散布機の取扱説明書を よ く お読み に な り 、
記載 さ れ た指示に従 っ て く だ さ い。 

ま た、 こ の説明書に は お手持ち の操作ユ ニ ッ ト に は含ま れ て い な い設備の説明が記載 さ れ て い
る こ と が あ り ま す。

間違 っ た操作や不適切な使用に よ り 生じ る損傷は補償請求の対象外 と な り ま す の で、 ご了承 く
だ さ い。

技術的改良

当社は絶え ず製品の改良に努め て お り ま す。 こ の た め、 機械に必要 と 思われ
る場合は い か な る改良や変更も通知な し に行 う こ と が で き る も の と し ま す。
た だ、 当社に は既に販売 さ れ た機械へ こ の よ う な改良や変更を行 う 義務は あ
り ま せ ん。

そ の他疑問点が ご ざ い ま し た ら ご遠慮な く お問い合わせ く だ さ い。

敬具

RAUCH

Landmaschinenfabrik GmbH

注意

操作ユ ニ ッ ト と 機械の シ リ ア ル番号に ご注意 く だ さ い

QUANTRON-Guide は、 一緒に納品 さ れ る無機質肥料散布機に合わせ て キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を
行 っ た上で出荷 さ れ て い ま す。 他の機械に接続す る場合は、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の や り 直し
が必須 と な り ま す。

こ こ に操作ユ ニ ッ ト と 機械の シ リ ア ル番号を控え て お い て く だ さ い。 機械 と 操作ユ ニ ッ ト を
接続す る際に は、 こ ち ら の控え で シ リ ア ル番号を必ず確認し て く だ さ い。

操作ユ ニ ッ ト の シ リ ア ル番号 ： 無機質肥料散布機の シ リ ア ル番号 : 製造年 ：
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1 取扱説明書

1.1 本取扱説明書に つ い て

本取扱説明書は操作ユ ニ ッ ト の 構成要素 で す。

本取扱説明書は操作ユ ニ ッ ト の 安全で、 適切 か つ経済的な 使用お よ び メ ン テ
ナ ン ス の た め に重要な情報を含ん で い ま す。 こ れ ら に注意す る こ と で危険を防
い だ り 、 修理費用や ダ ウ ン タ イ ム を減 ら す こ と が で き、 制御す る機械の信頼性
と 耐用年数を向上す る こ と が で き ま す。

本取扱説明書は、 操作ユ ニ ッ ト の使用場所 （ト ラ ク タ ー内な ど） で手の届 く よ
う 保管し て く だ さ い。

本取扱説明書は、 事業者 と し て、 ま た操作ユ ニ ッ ト の オ ペ レ ー タ ー と し て の
自己責任を置き換え る も の で は あ り ま せ ん。

1.2 表示に つ い て

1.2.1 警告の意味

取扱説明書で は、 警告は危険度の高 さ と 発生の確率に よ り 分類 さ れ て い ま す。 

危険マ ー ク は肥料散布機の取扱い に お け る、 設計上避け て通る こ と の で き な い
残留 リ ス ク に注意を向け る も の で す。 本書で使用 さ れ る警告は以下の よ う に表
示 さ れ ま す ：

例

シ グ ナ ル ワ ー ド

マ ー ク 説明

n 危険

無視す る と 生命を脅か す お そ れの あ る危険

危険 と 起 こ り う る結果が説明 さ れ ま す。

こ の警告を無視す る と 、 重傷を負 っ た り 死に至 っ た り す る危険
が あ り ま す。

 記載 さ れ た危険回避の た め の処置に従 っ て く だ さ い。
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警告の危険度レ ベ ル

危険度レ ベ ル は シ グ ナ ル ワ ー ド に よ っ て区別 さ れ、 表記は以下の よ う に な
り ま す ：

n 危険

危険の タ イ プ と 発生源

こ の警告は健康 と 生命を脅か す切迫し た危険を意味し ま す。 

こ の警告を無視す る と 、 重傷を負 っ た り 死に至 っ た り す る危険
が あ り ま す。

 こ の危険を防 ぐ た め、 記載 さ れ た手段を必ず守
っ て く だ さ い。

n 警告

危険の タ イ プ と 発生源

こ の警告は健康 と 生命を脅か す お そ れの あ る危険な状況を指
し ま す。 

こ の警告を無視す る と 、 重傷を負 う 可能性が あ り ま す。

 こ の危険を防 ぐ た め、 記載 さ れ た手段を必ず守
っ て く だ さ い。

n 注意

危険の タ イ プ と 発生源

こ の警告は健康に影響を与え た り 、 物的損傷や環境へ の被害を
及ぼす お そ れの あ る危険な状況を指し ま す。 

こ の警告を無視す る と 、 ケ ガ を し た り 物的損傷 ・ 環境へ の被害
が及ぶ こ と が あ り ま す。

 こ の危険を防 ぐ た め、 記載 さ れ た手段を必ず守
っ て く だ さ い。

注記

使用の ヒ ン ト や便利な情報を含む一般的な指示で す。 危険の警告は含ま れ
ま せ ん。
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1.2.2 説明 と 手順

オ ペ レ ー タ ー が行 う 処置は番号付け さ れ た リ ス ト に示 さ れ て い ま す。

1. 作業手順 1 の指示

2. 作業手順 2 の指示

手順が 1 つ し か な い説明に は番号が振 ら れ て い ま せ ん。 特定の順序の な い作業
手順に関し て も同様で す。

先頭に黒丸が付け ら れ て い る説明 ：

 取扱上の注意事項

1.2.3 一覧表

特定の順序の な い一覧表は黒丸 （レ ベ ル 1） と ダ ッ シ ュ 記号 （レ ベ ル 2） 付き
の一覧で示 さ れ ま す ：

 特性 A

- ポ イ ン ト A

- ポ イ ン ト B

 特性 B

1.2.4 参照

文書内の そ の他の セ ク シ ョ ン の参照箇所に は章の番号、 見出し語 と ペ ー ジ番号
が記載 さ れ て い ま す ：

 「3 ： 取 り 付け と 設置、11 ペ ー ジ」 の章も参照 く だ さ い。

情報や指示 と し て そ の他の文書を参照文献に挙げ る場合、 正確な章や ペ ー ジ数
は表示 さ れ ま せ ん ：

 ユ ニ バ ー サ ル ド ラ イ ブ シ ャ フ ト の取扱説明書の説明も よ く お読み く だ さ い。

1.2.5 メ ニ ュ ー階層、 ボ タ ン、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン

こ れ ら の メ ニ ュ ー内に あ る サ ブ メ ニ ュ ー、 ま た は メ ニ ュ ー項目に て設定を行
い ま す （選択、 テ キ ス ト や数字の入力、 機能を開始す る）。

さ ま ざ ま な メ ニ ュ ー や機能ボ タ ン は太字で 表記 さ れ て い ま す。 

 例 ： 選択 メ ニ ュ ー を呼び出す。 

希望す る メ ニ ュ ー項目へ の階層や パ ス は、 メ ニ ュ ー間、 サ ブ メ ニ ュ ー間、
メ ニ ュ ー項目間の > ( 矢印 ) で表記 さ れ て い ま す。

 設定 > 一般 と は、 メ ニ ュ ー項目 一般 に進む に は設定か ら 進む と い う こ
と で す。

- 矢印 > は、 ス ク ロ ー ル ホ イ ー ル に よ る実行の こ と で す。 .
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2 構造 と 機能

2.1 無機質肥料散布機の搭載機能表

2.2 共用可能な操作ユ ニ ッ ト の概要

機能 / オ プ シ ョ ン AXIS MDS

対地速度に合わせ た散布  AXIS-M 20.1 Q

 AXIS-M 30.1 Q

 AXIS-M 40.1 Q

 MDS 10.1 Q

 MDS 11.1 Q

 MDS 12.1 Q

 MDS 17.1 Q

 MDS 19.1 Q

秤量セ ル  AXIS-M 30.1 W

 AXIS-M 40.1 W

 AXIS-M 50.1 W

4 セ ク シ ョ ン レ ベ ル (VariSpread4)  AXIS-M 30.1 W

 AXIS-M 40.1 W

8 セ ク シ ョ ン レ ベ ル (VariSpread8)  AXIS-M 50.1 W

タ イ プ QUANTRON-A QUANTRON-E QUANTRON-E2

こ れ以降の ソ フ ト ウ ェ
ア バ ー ジ ョ ン ：

2.00.00 3.51.00 2.20.00



構造 と 機能 2

6

2.3 操作ユ ニ ッ ト の構造 QUANTRON-Guide

図 2.1: 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide

No. 名称 機能

1 カ バ ー付き USB
ポ ー ト

デ ー タ の や り 取 り や端末の ア ッ プ デ ー ト を こ こ
で行い ま す。 カ バ ー は USB ポ ー ト を汚れか ら 保護
し ま す。

2 デ バ イ ス ホ ル ダ ー ト ラ ク タ ー に操作ユ ニ ッ ト を固定。

3 コ ン ト ロ ー ル
パ ネ ル

デ バ イ ス の操作お よ び動作画面を表示す る た め の
薄型ボ タ ン で構成 さ れ て い ま す。

4 デ ー タ 接続 V24 外部端子に繋 ぐ Y-RS232 ケ ー ブ ル の接続に適し
た LH 5000 お よ び ASD プ ロ ト コ ル付き シ リ ア ル イ
ン タ ー フ ェ ー ス (RS232)。
速度セ ン サ ー に対し て 8 ピ ン ケ ー ブ ル に 7 ピ ン
ケ ー ブ ル を接続す る た め の プ ラ グ (DIN 9684-1/
ISO 11786)。

5 電源供給 電源供給を接続す る た め の、 DIN 9680 / ISO 12369
に準拠し た 3 極の プ ラ グ。

6 GPS 受信機 GPS 受信機を QUANTRON-Guide に接続す る 9 極の
プ ラ グ。
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2.4 操作項目

2.4.1 各部の名称 と 機能

図 2.2: コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル QUANTRON-Guide 前面

No. 名称 機能

1 ス ク ロ ー ル ホ
イ ー ル

メ ニ ュ ー内で の素早い移動お よ び入力 フ ィ ー ル ド で
の デ ー タ の入力や編集の た め。

2 フ ァ ン ク シ ョ
ン キ ー

デ ィ ス プ レ イ内 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー横に表示 さ れ た
機能の選択。

3 メ ニ ュ ー キ ー 利用可能な メ ニ ュ ー の表示 ： サ ー ビ ス、 タ ス ク マ
ネ ー ジ ャ ー、 TrackLeader

4 操作ボ タ ン 機能な し

5 操作ボ タ ン 機能な し

6 操作ボ タ ン 機能な し

7 ON/OFF デ バ イ ス の ON/OFF

8 デ ィ ス プ レ イ 操作画面の表示
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2.4.2 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー

操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide 画面脇の左右に、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 6 つ か
ら な る グ ル ー プ 2 つ が縦に並ん で い ま す。

フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー の配列は表示 さ れ た メ ニ ュ ー画面に よ っ て異な り ま す。
一般に は、 ア イ コ ン横の フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー を押し て機能を実行し ま す。

ア イ コ ン が横に表示 さ れ て い な い フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー は、 対応す る メ ニ ュ ー
画面で は機能が あ り ま せ ん。

2.4.3 ス ク ロ ー ル ホ イ ー ル

メ ニ ュ ー か ら 入力画面へ移動し た り 、 入力 フ ィ ー ル ド の デ ー タ 編集を早 く 実行
し た い時に役立つ の が、 ス ク ロ ー ル ホ イ ー ル で す。

 ス ク ロ ー ル ホ イ ー ル を回し て、 複数の選択対象画面を移動。

 選択内容を決定す る場合は、 ス ク ロ ー ル ホ イ ー ル を押し て実行。
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2.5 デ ィ ス プ レ イ

デ ィ ス プ レ イ は、 現在の状況の情報、 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide
の選択 ・ 入力オ プ シ ョ ン を表示し ま す。

無機質肥料散布機の操作に関す る主要な情報は操作画面 と 付属す る メ ニ ュ ー画面
に表示 さ れ ま す。

操作画面 各部の名称

図 2.3: QUANTRON-Guide1 ペ ー ジ

[1] 見出し
[2] ト ラ ク タ ー と 機械の位置
[3] フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー
[4] GPS 信号の状態
[5] 操作モ ー ド

注記

実際の画面の表示内容は、 ユ ー ザ ー が現場で選択し た設定に よ っ て異な
り ま す。

 追加の情報お よ び表示オ プ シ ョ ン に つ い て は Müller-Elektronik 社の取扱説
明書原本に掲載 さ れ て い ま す。

 取扱説明書原本は納品時に付属し て い ま す。 仮に付属し て い な い場合は、
デ ィ ー ラ ー に ご連絡 く だ さ い。

1

2

3

45

3
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2.6 ア イ コ ン一覧

操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide で は、 機能の ア イ コ ン が画面に表示 さ れ ま す。

ア イ コ ン 意味

前画面へ戻る

進む

保存 ： 圃場デ ー タ を USB メ モ リ に保存す る

ロ ー ド ： USB メ モ リ の圃場デ ー タ を イ ン ポ ー ト す る

圃場の境界を計算す る

AUTO/MANU[ 自動 / 手動 ] モ ー ド

圃場全体を表示

3D 表示

2D 表示

ガ イ ド ラ イ ン を作成

障害を認識す る

GPS 信号を キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン す る
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3 取 り 付け と 設置

3.1 ト ラ ク タ ー の必要条件

操作ユ ニ ッ ト の取 り 付け の前に、 お持ち の ト ラ ク タ ー が以下の条件を満た す か
確認し て く だ さ い ：

 最小で も 12 V が常に確保 さ れねばな り ま せ ん。 例え ば複数の電気負荷
（エ ア コ ン、 照明な ど） が あ る場合も同様で す。

 ト ラ ク タ ー に 3 極電源供給プ ラ グ (DIN 9680/ISO 12369) が あ る こ と

3.2 接続 と 電源ソ ケ ッ ト に つ い て

3.2.1 電源供給

QUANTRON-Guide へ の電源供給は 3 極の電源ソ ケ ッ ト （DIN 9680/ISO 12369）
に よ り 、 ト ラ ク タ ー か ら 行い ま す。

[1] ピ ン 1 ： 不要
[2] ピ ン 2 ： （15/30） ： +12 V
[3] ピ ン 3 ： （31） ： GND

図 3.1: 電源ソ ケ ッ ト の ピ ン配置
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3.3 QUANTRON-Guide を接続す る

操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide を肥料散布機に接続し ま す。 ペ ー ジ の 「接続
図」 13 を参照。

作業の手順は次の と お り で す。

 ト ラ ク タ ー の キ ャ ビ ン内 ( ド ラ イ バ ー の視界に常に入る場所 ) で、
QUANTRON-Guide を設置す る の に適し た箇所を選定。

 QUANTRON-Guide と デ バ イ ス ホ ル ダ ー を、 ト ラ ク タ ー の キ ャ ビ ン に固定。

 ト ラ ク タ ー の電源供給を操作ユ ニ ッ ト の接続 A に接続す る。

 ヌ ル モ デ ム ケ ― ブ ル（RS232 イ ン タ フ ェ ー ス）を操作ユ ニ ッ ト の接続 B に接
続す る （QUANTRON-A/E/E2 と 運行速度セ ン サ ー）

 GPS 受信機を操作ユ ニ ッ ト の接続 C に接続し て く だ さ い。 

注記

QUANTRON-A/E/E2 の GPS 管理機能の使用の た め に は、 シ リ ア ル コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の メ ニ ュ ー シ ス テ ム / テ ス ト内の サ ブ メ ニ ュ ー デ ー タ 転送の サ ブ
メ ニ ュ ー項目 GPS 管理 が有効に さ れな く て はな り ま せ ん。

n 注意

短絡に よ る損傷

GPS 受信機は電源が入 っ た ま ま操作ユ ニ ッ ト を接続す る と 損傷
を受け る可能性が あ り ま す。

 GPS 受信機は必ず操作ユ ニ ッ ト が電源の切れ た状態で接続
し て く だ さ い。
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接続図 :

図 3.2: 接続図

[1] GPS ケ ー ブ ル と 受信機
[2] DIN 9680 / ISO 12369 に準拠し た 3 極の プ ラ グ
[3] バ ッ テ リ ー
[4] Y ケ ー ブ ル （DIN9680/ISO12369 に準拠し た 3 極の プ ラ グ）
[5] QUANTRON-A/E/E2 の電源供給
[6] QUANTRON-Guide の電源供給
[7] ヌ ル モ デ ム ケ ー ブ ル (V24 RS232 イ ン タ ー フ ェ ー ス )
[8] DIN 9684 に準拠し た 7 極の プ ラ グ
[9] Y ケ ー ブ ル (V24 RS232 イ ン タ ー フ ェ ー ス )
[10] 39 極の機械プ ラ グ
[11] 計測ス ラ イ ド の ア ク チ ュ エ ー タ ー 左 / 右

+ -

3

2

1

10

11 11

km/h

8

4
5

7

6

9
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4 操作 QUANTRON-Guide

4.1 操作ユ ニ ッ ト の起動

必要条件 ：

 操作ユ ニ ッ ト が、 肥料散布機 と ト ラ ク タ ー に正し く 接続 さ れ て い る こ と  
( 接続例は 3.3 ： QUANTRON-Guide を接続す る、12 ペ ー ジ を参照 )。

 12 V の最小電圧が確保で き て い る こ と 。

1. ON/OFF ボ タ ン を押す。

 数秒経つ と ス タ ー ト画面 が最後に使用し た状態で現れ ま す。

注記

本取扱説明書で は以下の ソ フ ト ウ ェ ア バ ー ジ ョ ン用の操作ユ ニ ッ ト の機能を
記述し て い ま す。

 QUANTRON-Guide 04.10.04

 TRACK-Leader II 2.11.03
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4.2 肥料散布機の設定

散布作業の開始前に、 ど の肥料散布機を ど の設定で使用し作業す る か決定し て
く だ さ い。 

メ ニ ュ ー機械 リ ス ト で、 す で に存在す る肥料散布機を設定す る か、 ま た は新し
い機械を作成し て く だ さ い。 

1. 操作ユ ニ ッ ト の メ ニ ュ ー キ ー を押し て く だ さ い。

 続い て選択 メ ニ ュ ー が表示 さ れ ま す。 .

図 4.1: 選択 メ ニ ュ ー QUANTRON-Guide

2. メ ニ ュ ー シ リ ア ル イ ン タ フ ェ ー ス を呼び出し て く だ さ い。

図 4.2: メ ニ ュ ー シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ イ ス

3. フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー設定を押し ま す。

 デ ィ ス プ レ イ が保存 さ れ て い る機械の リ ス ト を表示し ま す。
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図 4.3: メ ニ ュ ー 機械 リ ス ト

[1] 保存 さ れ た肥料散布機の リ ス ト
[2] フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 「新し い機械」 を作成す る
[3] マ ー ク を付け た機械の設定
[4] 使用中の機械 （緑の背景の プ ロ フ ィ ー ル）

4.2.1 新し い機械を作成す る

1. フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー新し い機械を押し ま す。

2. 新し い プ ロ フ ィ ー ル に名前を付け ま す。

 新し い機械が リ ス ト に載 り ま し た。

注記

操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-A/E2 か ら 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide へ
は デ ー タ は移行 さ れ ま せ ん。

1

2

3

4



操作 QUANTRON-Guide 4

18

4.2.2 機械の設定を編集す る

1. 希望す る機械の プ ロ フ ィ ー ル に マ ー ク を付け ま す。

2. ス ク ロ ー ル ホ イ ー ル を押し ま す。

図 4.4: 機械の プ ロ フ ィ ー ル

[1] 機械の プ ロ フ ィ ー ル を有効化
[2] セ ク シ ョ ン設定
[3] 設定の入力
[4] 機械プ ロ フ ィ ー ル の説明

3. 肥料散布機の設定を確認し、 必要に応じ て調整し ま す。

下の表に、 RAUCH 製品の設定オ プ シ ョ ン が一覧に さ れ て い ま す。

メ ニ ュ ー 説明

作業モ ー ド 設定値転送

 ア プ リ ケ ー シ ョ ン カ ー ド に よ る作業

セ ク シ ョ ン ス イ ッ チ

 Section-Control 機能に よ る作業

プ ロ ト コ ル  LH 5000 （シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス、 ア プ リ
ケ ー シ ョ ン カ ー ド に よ る操作な ど）

 ASD (SectionControl を用い た作業 )

デ バ イ ス型式  肥料散布機 (kg)

ボ ー レ ー ト  19200

ジ オ メ ト リ  機械の作業幅 ： 肥料散布機の設定し た作業幅を
入力し ま す。

 GPS 受信機の位置を 0 に設定し ま す。
位置は TECU か ら 呼び出 さ れ て い ま す。

セ ク シ ョ ン の数  8

 4

1

2

3

4
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4.2.3 セ ク シ ョ ン を設定す る （AXIS のみ）

1. 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-E2/A で は メ ニ ュ ー VariSpread を計算す る を呼び
出し ま す。

図 4.5: VariSpread を計算し ま す。 例え ば セ ク シ ョ ン 8 と 作業幅 18 m
の場合

[1] 調整可能な セ ク シ ョ ン の設定
[2] 事前定義 さ れ た セ ク シ ョ ン の設定

2. 個々の セ ク シ ョ ン間の間隔を以下の よ う に計算し ま す。

 セ ク シ ョ ン 1 と 8 の間の間隔 = 幅の半分 - 最初の セ ク シ ョ ン

 セ ク シ ョ ン 2 と 7 の間の間隔 = 最初の セ ク シ ョ ン - 2 番目の セ ク シ ョ ン

 セ ク シ ョ ン 3 と 6 の間の間隔 = 2 番目の セ ク シ ョ ン - 3 番目の セ ク シ ョ ン

 セ ク シ ョ ン 4 と 5 の間の間隔 = 3 番目の セ ク シ ョ ン - 4 番目の セ ク シ ョ ン

図 4.6: セ ク シ ョ ン の間隔へ の換算

3. 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide で フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー セ ク シ ョ ン を押
し ま す。

4. ポ イ ン ト [2] に計算し た間隔の値を入力し ま す。

12

9 - 7.50

7.50 - 6.00

6.00 - 4.50

4.50 - 0.00
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図 4.7: セ ク シ ョ ン設定、 例え ば セ ク シ ョ ン 8 で作業幅 18 m の場合

[1] 左外側の セ ク シ ョ ン間の間隔
[2] 散布の左 / 右内側セ ク シ ョ ン の幅
[3] 右外側の セ ク シ ョ ン間の間隔

図 4.8: モ ニ タ ー上の セ ク シ ョ ン分割

5. キ ー戻る を押し ま す。 

 デ ィ ス プ レ イ は機械プ ロ フ ィ ー ル を表示し ま す。

4.2.4 機械の プ ロ フ ィ ー ル を有効に す る

1. 機械プ ロ フ ィ ー ル で信号キ ー を押し ま す。

 機械は有効で す。

2. 戻る を押し ま す。

 有効な機械に緑の マ ー ク が付い て い ま す。 図 4.3 の項目 [4] を参照。

2

1

3

1 2 3 4 5 6 7 8
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4.3 選択メ ニ ュ ー QUANTRON-Guide

1. メ ニ ュ ー ボ タ ン を押し ま す。

 続い て選択 メ ニ ュ ー が表示 さ れ ま す。 .

2. メ ニ ュ ー Track-Leader を呼び出し ま す。

図 4.9: Track-Leader ウ イ ン ド ウ

注記

GPS 信号の質は ひ ど く 不安定に な る こ と が あ り ま す。 GPS 信号の質を選択 メ
ニ ュ ー の棒グ ラ フ と 操作画面で確認し て く だ さ い。 グ ラ フ が青で光る ほ ど、
GPS 信号の質は い い状態で す。

No. ア イ コ ン 意味 説明

1 ナ ビ ゲ ー
シ ョ ン

 圃場デ ー タ の管理

 新し い圃場を作成す る

25 ペ ー ジ

2 メ モ リ USB メ モ リ に よ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン
カ ー ド で圃場デ ー タ の イ ン ポ ー ト / エ
ク ス ポ ー ト

30 ペ ー ジ

3 設定 使用管理 （Section-Control） お よ び操
作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide の設定
（モ ニ タ ー、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン表示） 

22 ペ ー ジ

4 Information 31 ペ ー ジ

5 GPS GPS 信号の状態

6 ス ト ロ ー ク 現在の圃場の名前

7 肥料散布機 有効な肥料散布機の表示

7

5

6
1

2

3

4
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Section-Control を有効に す る

ナ ビ ゲ ー シ ョ ン の前に、 Section-Control の使用が有効に な っ て い る か確認
し ま す。

1. メ ニ ュ ー 設定 > 一般を呼び出し ま す。

図 4.10: Section-Control を有効に す る

2. メ ニ ュ ー項目 Section-Control を マ ー ク し ま す。 

3. 設定 Yes を選択し ま す。

 Section-Control が有効に な り ま し た。
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4.4 OptiPoint の設定を転送す る （AXIS のみ） 

操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-E2/A は機能 OptiPoint で枕地で の最適化 さ れ
た開始 / 停止距離を計算し ま す。 

1. 操作ユ ニ ッ ト で メ ニ ュ ー 散布機設定 > OptiPoint の計算を呼び出し ま す。

 メ ニ ュ ー の最初の ペ ー ジ OptiPoint の計算が表示 さ れ ま す。

2. 距離係数を付属の散布チ ャ ー ト か ら 入力し ま す。

3. Enter キ ー を押し ま す。

 メ ニ ュ ー 2 ペ ー ジ目の画面が開き ま す。

4. 平均的な走行速度を切替地点に入力し ま す。

5. OK を押し ま す。

6. Enter キ ー を押し ま す。

 メ ニ ュ ー 3 ペ ー ジ目の画面が開き ま す。

7. 必要な場合値を調整し ま す。 

そ の際に は操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-E2 ま た は QUANTRON-A の使用説明
書を参照し て く だ さ い。

8. Enter キ ー を押し ま す。

9. メ ニ ュ ー項目値を取 り 込む を マ ー ク し ま す。

 画面に メ ニ ュ ー GPS Control Info [GPS コ ン ト ロ ー ル情報 ] が表示 さ
れ ま す。

図 4.11: GPS コ ン ト ロ ー ル情報 （QUANTRON-E2 の例）

注記

ご使用の肥料に適用 さ れ る距離係数は、 機械の散布チ ャ ー ト で ご確認
く だ さ い。

注記

表示 さ れ た走行速度は切替地点付近の走行速度で す の で、 ご注意 く だ さ い。
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1. 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide で メ ニ ュ ー選択 メ ニ ュ ー > ナ ビ ゲ ー シ ョ ン
を呼び出し ま す。

2. 項目 散布幅で値間隔 (m) を入力し ま す。 

3. 項目作業長で値長 さ (m) を入力し ま す。

図 4.12: メ ニ ュ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン

注記

こ の他の設定説明は、 付属の Müller Elektronik 社の Track-Leader 使用説明書を
お読み く だ さ い。

13.10

2.40
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4.5 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン

メ ニ ュ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン で新し い圃場の作業ま た は既知の圃場の作業の た め の
パ ラ メ ー タ が表示 さ れ ま す。

4.5.1 圃場を作成す る

1. メ ニ ュ ー選択 メ ニ ュ ー > ナ ビ ゲ ー シ ョ ン を呼び出し ま す。 

図 4.13: メ ニ ュ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン

2. フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー New を押し ま す。 

 デ ィ ス プ レ イ に操作画面が表示 さ れ ま す。

3. ご使用の肥料散布機の操作ユ ニ ッ ト (QUANTRON-A/E/E2) で Start/Stop
ボ タ ン を押し ま す。 

注記

新し い ナ ビ ゲ ー シ ョ ン を開始す る前に、 場合に よ り 操作ユ ニ ッ ト の一時 メ モ
リ に存在す る圃場デ ー タ を消去す る必要が あ る場合が あ り ま す。 4.6.3 ： 圃場
デ ー タ を消去す る、31 ペ ー ジ を参照し て く だ さ い。

注記

GPS 信号の質は ひ ど く 不安定に な る こ と が あ り ま す。 GPS 信号の質を選択 メ
ニ ュ ー の棒グ ラ フ と 操作画面で確認し て く だ さ い。 グ ラ フ が青で光る ほ ど、
GPS 信号の質は い い状態で す。

注記

圃場の走行は MANU モ ー ド で実施し て く だ さ い！

13.10

2.40
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4. 肥料散布機で耕地全体を走行し ま す。

 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide が圃場の境界を認識し ま す。

5. 出発点で圃場の走行を終了し ま す。

図 4.14: 圃場の走行の表示

[1] 肥料散布機の位置
[2] 圃場走行の コ ー ス
[3] GPS の信号強度

6. 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide で フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー圃場の境界の計算
を押し ま す。

 デ ィ ス プ レ イ に圃場の境界が赤で表示 さ れ ま す。

注記

圃場の走行を終え た ら 圃場走行の コ ー ス が デ ィ ス プ レ イ上で閉じ て い る こ と
を確認し て く だ さ い！

1

2

3
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4.5.2 GPS コ ン ト ロ ー ル を用い た散布作業

1. 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide で フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー AUTO/MANU を押
し ま す。

 モ ー ド AUTO が有効で す

2. 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-A/E/E2 で フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー Start/Stop を
押し ま す。 

図 4.15: 表示 散布作業 QUANTRON-Guide

[1] デ バ イ ス グ ラ フ
[2] 散布ずみの圃場

注記

操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-A/E/E2 の GPS コ ン ト ロ ー ル機能の使用の た め に
は、 シ リ ア ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が メ ニ ュ ー System/Test 内の サ ブ メ ニ ュ ー
デ ー タ 転送内の サ ブ メ ニ ュ ー項目 GPS Control に よ り 有効に さ れ る必要が あ
り ま す！

注記

操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide の デ ィ ス プ レ イ内の散布分布の表示は、
散布機の実際の散布分布 と 一致す る必要は あ り ま せ ん！

1

2
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図 4.16: 散布作業 QUANTRON-A/E2 の表示

3. 散布作業を開始し ま す。

 繰 り 出し装置は自動で開閉し ま す。

 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide で は繰 り 出し装置の状態は デ バ イ ス グ
ラ フ で さ ま ざ ま な色に よ り 認識可能で す。

 青 ： セ ク シ ョ ン が ON、 繰 り 出し装置は開

 赤 ： セ ク シ ョ ン が OFF、 繰 り 出し装置は閉

 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-A/E2 の デ ィ ス プ レ イ で は、 散布機横の ア
イ コ ン A が有効な自動機能を示し て い ま す。

注記

散布作業の間、 繰 り 出し装置の開始 ・ 停止位置の領域で は、 最適な散布結果
を得る た め に は ト ラ ク タ ー の走行速度は基礎 と な る走行速度 と 同一で な く て
は い け ま せ ん。
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図 4.17: 開始 ・ 停止位置

[A] 開始距離
[B] 停止距離
[C] 圃場の境界

4. 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-A/E/E2 で フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー Start/Stop を押
し ま す。

 散布作業が終了し ま し た。

5. 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide で フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー AUTO/MANU を押
し ま す。

 デ ィ ス プ レ イ で モ ー ド が AUTO か ら MANU に切 り 替わ り ま す。

A

B

C



操作 QUANTRON-Guide 4

30

4.6 メ モ リ

作業す る圃場の圃場デ ー タ はす べ て USB メ モ リ に保存す る こ と が で き ま す。

 圃場の境界

 参照点

 ガ イ ド ラ イ ン

 障害

 走行

メ ニ ュ ー メ モ リ で こ れ ら の圃場デ ー タ を保存、 ロ ー ド、 消去で き ま す。 

1. 選択 メ ニ ュ ー で項目 メ モ リ を選択し ま す。

図 4.18: メ ニ ュ ー メ モ リ

4.6.1 圃場デ ー タ を保存す る

1. フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー保存 .

 テ キ ス ト入力 フ ィ ー ル ド が表示 さ れ ま す。

2. 保存す る圃場デ ー タ に名前を付け ま す。

テ キ ス ト入力 ： Müller Elektronik 社の取扱説明書原本を参照し て く だ さ い。

 デ ー タ は USB メ モ リ に保存 さ れ ま し た。

Storage

注記

USB メ モ リ が USB ﾎﾟｰﾄに挿入 さ れ て い な く て はな り ま せ ん。 詳し く は
2.3 ： 操作ユ ニ ッ ト の構造 QUANTRON-Guide、6 ペ ー ジ を参照し て く だ さ い。
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4.6.2 圃場デ ー タ を ロ ー ド す る

1. メ ニ ュ ー メ モ リ で フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー ロ ー ド を押し ま す。

 す べ て の保存 さ れ た圃場デ ー タ の選択ウ ィ ン ド ウ が表示 さ れ ま す。

2. 希望す る圃場デ ー タ を選択し ま す。

 デ ー タ が USB メ モ リ か ら ロ ー ド さ れ ま す。

 メ モ リ の表示に ロ ー ド さ れ た圃場が表示 さ れ ま す。

4.6.3 圃場デ ー タ を消去す る

圃場デ ー タ を消去す る と 、 操作ユ ニ ッ ト の一時 メ モ リ か ら す べ て の情報が消去
さ れ ま す。

1. メ ニ ュ ー メ モ リ で フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー 消去を押し ま す。

 確認の質問が表示さ れ ま す ： 記録を本当に消去し て も よ ろ し い ですか？

2. Yes で実行し て く だ さ い。

 現在の圃場デ ー タ は消去 さ れ ま し た。

4.7 Information

メ ニ ュ ー Information で、 操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide に よ り 肥料散布機の
操作に必要な値入力、 有効化、 無効化が実行 さ れ ま す。

注記

USB メ モ リ が USB ﾎﾟｰﾄに挿入 さ れ て い な く て はな り ま せ ん。 詳し く は
2.3 ： 操作ユ ニ ッ ト の構造 QUANTRON-Guide、6 ペ ー ジ を参照し て く だ さ い。

注記

圃場デ ー タ は散布作業の後は消去し、 新し い圃場を適用で き る よ う に し な く
て はな り ま せ ん。
デ ー タ が喪失し ま す！
消去 さ れ た圃場デ ー タ は再び作 り 直す こ と は で き ま せ ん。 す べ て の重要な
デ ー タ は消去す る前に保存し て く だ さ い。

注記

Müller-Elektronik 社の取扱説明書原本 Track-Leader を参照し て く だ さ い。
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4.8 GPS 受信機の位置を保存す る

ト ラ ク タ ー上の位置を確認す る

GPS 受信機を取 り 付け、 接続し た ら 、 そ の正確な位置を入力し な く て はな り
ま せ ん。

そ の た め、 長軸 と 散布機の連結点か ら GPS 受信機の距離を測定し な く て はな
り ま せ ん。

図 4.19: GPS 受信機の位置

[1] 散布機の長軸
[2] GPS 受信機
[3] 散布機の連結点
[x] 連結点ま で の距離
[y] 長軸ま で の オ フ セ ッ ト

長軸ま で の オ フ セ ッ ト （距離 y）

 GPS 受信機は長軸の右側に取 り 付け ら れ て い る

- 正の値を入力

 GPS 受信機は長軸の左側に取 り 付け ら れ て い る

- 負の値を入力

連結点ま で の距離 （距離 x）

 GPS 受信機は進行方向に対し連結点の手前に あ る

- 正の値を入力

 GPS 受信機は進行方向に対し連結点の後ろ に あ る

- 負の値を入力

1 y

x

2 2

3
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操作ユ ニ ッ ト で の入力

1. メ ニ ュ ー キ ー を押し ま す。

2. ト ラ ク タ ー ECU を呼び出し ま す。

3. 車両 リ ス ト と 車両プ ロ フ ィ ー ル を呼び出し ま す。

4. 値を入力し ま す。

 GPS 受信機の位置は シ ス テ ム に保存 さ れ ま し た。
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5 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ

操作ユ ニ ッ ト QUANTRON-Guide の デ ィ ス プ レ イ に は、 さ ま ざ ま な ア ラ ー ム
メ ッ セ ー ジ が表示 さ れ ま す。

5.1 ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ の意味

注記

操作ユ ニ ッ ト の ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ の際に は、 当社デ ィ ー ラ ー ま た は サ ー ビ
ス セ ン タ ー に ご連絡 く だ さ い。

デ ィ ス プ レ イ の ア ラ ー ム メ
ッ セ ー ジ

考え ら れ る原因 / 処置

ASD-LostAlive QUANTRON-A/E/E2 へ の接続が切断 さ れ
て い る 

GPS 信号が消失し た GPS 受信機へ の接続が切断 さ れ た

GPS が受信 さ れな い
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5.2 エ ラ ー / ア ラ ー ム

5.2.1 ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ を確認す る

画面に現れ る ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ は、 警告マ ー ク 付き で強調表示 さ れ ま す。

図 5.1: ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ

1. ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ の表示原因を解消し ま す。

機械の取扱説明書の指示 と 、 5.1 ： ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ の意味、35 ペ ー ジ
に記載 さ れ た内容を守 っ て く だ さ い。

2. キ ー戻る を押し ま す。 

 ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ が消え ま す。

注記

エ ラ ー が解決で き な い場合に は、 す ぐ に専門家に解決を依頼し て く だ さ い。
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保証

保証

RAUCH ユニットは近代的な製造方式で十分な注意を払って製造されており、
数々の検査を受けています。

そのため、RAUCH では下記の下記の条件が満たされている場合 12 ヶ月の保
証期間を設けています：

 購入日が保証期間の初日に当たります。

 この保証の対象は、素材と製造上の故障です。第三者の製品（油圧システ
ム、電気機器）に関しては、各機器メーカーの保証責任とします。保証期
間中は製造上の不良や材質不良に対し、故障部分の交換や修理を無料で行
います。上記の範囲を超えた改造に対する補償、納入品以外で生じた損傷
の緩和・交換などの保証請求権は明確に除外されています。保証サービス
は RAUCH 代理工場、または工場によって認可された工場で行われます。

 以下は保証範囲から除外されます：自然消耗、汚れ、腐食や誤った取扱
い・外部要因により生じた故障。納入品のオリジナルの状態に修理や改良
が勝手に加えられた場合には、保証は無効になります。また、保証請求は
RAUCH オリジナルスペアパーツが使用されなかった場合も無効になり
ます。このため、取扱説明書の指示に従ってください。疑問点がございま
したら、代理工場や工場に直接ご連絡ください。保証請求は遅くとも問題
発生から 30 日間以内に工場で行ってください。この際、購入日とシリア
ルナンバーが必要になります。保証枠内で修理が必要となる場合には、
RAUCH か指定販売代理店に相談してから認可された工場、または正規代
理工場で行ってください。ちなみに、期間内に作業を行っても保証期間が
延長されることはありません。配送時の不良は工場の責任ではないため、
メーカーの保証責任には含まれません。

 RAUCH 肥料散布機の一部ではない破損に対する保証の請求は受けつけて
おりません。これはつまり、散布ミスによって生じた損傷に対する責任は
ここに含まれないことを意味します。また、RAUCH 肥料散布機の勝手な
改良は間接的損害を引き起こすことがあるため、納入業者はこうのような
損害に対して責任を持たないものとします。万一経営者や上司の故意、過
失によって納入品の故障が人的損傷、または私有財産の物的損傷を引き起
こした場合にも納入業者の責任の限りは適応されません。同じく、明確に
保証された特性の不良に対しても、納入品以外に起因する損傷から購入者
を保護する目的の保証がある場合にも、これは適用されません。
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